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滋 賀 県 の 地 形 区 区 分

小 林 健 太 郎

Delimitatian　 of　 Geomorphological　 Region

of　 Shiga　 Prefecture

Kentaro　 KOBAYASHI

　滋賀県は、日本列島の地体構造の上では全域

が西南 日本 内帯に属 し、第三紀鮮新世以降活発

化 した 「六甲変動」 と総称 され る地殻変動が卓

越する 「近畿三角帯」の東北端に位置している。

この地殻変動によって形成 された湖盆に帯水 し

たのが琵琶湖で、南北性の卓越する山地が周囲

を取 り巻いている。琵琶湖 と山地との間には、

帯状に沖積低地 と丘陵地が配列 して近江盆地 を

形成 し、一部の地区を除いては分水嶺が県境を

画 してい る。このため県内の河川はほとん どす

べてが琵琶湖に流入 し、琵琶湖の水 は唯一の流

出河川である瀬田川を通 じて大阪湾に排水 され

ている。

　琵琶湖は、南北の最大長68km、 東西の最大幅

22.6km、 湖岸線の延長235km、 湖面標高84.4m、

最大水深103.4mを 測 り、その面積675k㎡は滋賀

県総面積 の約6分 の1を 占めている。

　琵琶湖 の周辺には湖北 ・湖東 ・湖南 ・湖西の

各沖積平野が分布 し、流入河川による沖積作用

が活発な東岸では、西岸に比べてその発達が顕

著である。湖東 ・湖南 ・湖西低地の背後には、

鮮新世末期か ら更新世にかけて堆積 した古琵琶

湖層群か らなる丘陵地がひろが り、湖南地方で

はその分布がはるかに南方までのびて三重県と

の境 界 を越 え、上野盆地 にまで達 してい る。

　 山地 は主 として秩 父古 生層お よび 中生代 中期

以降そ こへ 貫入 した花 崗岩 か らな り、そ のほ と

ん どが 「近 畿三角帯」北東 端 にお け る 「六 甲変

動」 を特色付 け る南北方 向の断層運 動に よって

形成 された地 塁 山地 で、南北性の走 行を示 して

いる。

　 各 地形要 素の県総面積 に 占める割 合は、 山地

が47.1%(1,893k㎡)、 丘 陵地 が9.2%(369k㎡)、

台地 ・段丘が5.6%(223k㎡)、 低地が20.5%(823k㎡)、

埋立 地 ・干拓地 が0.6%(25k㎡)で 、このほか に

琵琶 湖が16.8%(675k㎡)、 その他 の湖 沼お よび

河川 が0.2%(8k㎡)と なってい る。海抜高度別

では、loom未 満 が13.1%(524k㎡)、100～200m

が22.6%(907k㎡)、200～400mが21.6%(868k㎡)、

400～600mが14.1%(567k㎡)、600～800mが7.8%

(312k㎡)、800～1000mが3.3%(133k㎡)、1,000

m以 上 が0.7%(30k㎡)で ある。

　 筆者 は、1980年 度 以来、国土調査 法 に基 づ く

滋賀県 の土地分類基本調 査の うち地 形分類調査

に従 事 し、1990年 度 には調査 を完 了 し、1992年

3月 には最 後の調査成果 が刊 行 され た。 この調

査 は5万 分 の1地 形 図の図幅毎 に地 形分類 図を

作製 す るこ とを主 目的 としていたが 、その成果
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を基に、海抜高度や谷密度、地形面の形状 と性

質や構成物質、地域的なまとま りな どを基準 と

して地形区を区分 して図示す ることも含んでい

た。図1「 滋賀県域の地形 区区分図」と表1「 滋

賀県域の地形区区分一覧表」は、この地形区区

分を滋賀県域全体について集約 したものであり、

以下これ らの地形区毎にその概略を説明するこ

とに したい。

1　 山　地

　 Ia　 湖北山地

　湖北地方の山地は、その大部分が秩父古生層

から構成 され、「近畿三角帯」の地殻変動が収斂

表1　 滋賀県域の地形区区分一覧表

1　 山　　地 Ia湖 北山地 Ial野 坂 山地 　　　　　Ia1_1三 重 嶽 山塊

Ia、.2大 谷 山 山塊

Ia、 一3乗 鞍 岳 山塊

Ia、 一4東 山 山 塊

Ian-5日 計 山 山 塊

Ian-6行 市 山山塊

Ia、 一7賎 ヶ岳 ・山本 山山塊

Ia、.8柳 ヶ瀬 山山塊

Ias伊 吹 山地 　　　　 Ia2一 、 三国 ヶ岳 山塊

1az-z横 山 岳 山塊

Ia2-3大 黒 山山塊

Ia2-4金 糞 岳 山塊

Ia2-5伊 吹 山山塊

Ias山 東 山地 　　　　 1a3-1横 山 山塊

Ia3-2長 岡 山 塊

Ia3-3清 滝 山山塊

Ib　 湖東山地 Ib、 鈴 鹿 山脈 　　　　 Ib、 一1霊 仙 山山塊

Ib、 一2高 室 山山塊

Ib、 一3御 池岳 山塊

Ib1-4日 本 コ バ 山 塊

Ib1-5御 在 所 山山塊

Ib1-6雨 乞 岳 山塊

Ib1-7鎌 ケ岳 山塊

Ib、 一8猪 の鼻 が岳 山塊

Ib、 一g那 須 ヶ原 山山塊

Ib2湖 東 島状 山地 　 　 Ib2一 、 磯 山

Ib2-2佐 和 山

Ib2-3彦 根 山

1b2-4多 景 島

Ib2-5荒 神 山

Ib2-6和 田 山

Ib2-7纈(観 音寺)山
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Ib2-8奥 島(長 命寺)山

Ib2-g沖 ノ 島

Ib2-1。 安 土 山

Ib2-11鶴 翼 山

Ib2-12岡 山

Ib2-13箕 作 山

Ib2-14掘 割 山

Ib2-15雪 野 山

Ib2-16布 施 山

Ib2-17鏡 山

Ib2-18妙 光 寺 山

Ib2-18三 上 山

Ib2-2。 菩 提 寺 山

Ib2-21岩 根 山(十 二坊)

Ic湖 南山地 IC、 信 楽 山地　　　 　 IC、 一、 金勝 山山塊

IC、 一2太 神 山山塊

IC、 一3猪 背 山 山 塊

IC、.4多 羅 尾山塊

IC、.5岩 尾 山山塊

Ica醍 醐 山地

IC3比 叡 山地

Id　 湖西山地 Id1比 良 山地 　　 　　 Id、 一、 比 良山地主部

Id、 一2比 良山地北部

Id、 一3比 良山地北東部

Id2朽 木 山地 　　 　　 Id2一 、 皆子 山 山塊

Id2-2三 国 山 ・経 ヶ岳 山塊

Id2-3シ ラ クラ岳 山塊

Id2-4百 里 ヶ岳山塊

Id2-5西 峰 山 山塊

H　 丘陵地 Ha湖 北丘陵 Hal伊 吹 丘 陵

b11　湖東丘陵 Hb1多 賀丘陵

11b2百 済 寺丘 陵

11b3布 引 山(八 日市)

丘陵

11b4日 野 丘 陵

11b5水 口丘 陵

Hc湖 南丘陵 11cl甲 賀 丘 陵

Hc2甲 南 丘 陵

11C3栗 東 丘 陵

11ca瀬 田 丘陵
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II　CS田 上 ・大石 丘陵

Hc6膳 所 ・石 山丘陵

11c7堅 田丘陵

Hd湖 西丘陵 Hd1高 島丘陵

11d2泰 山 寺野 丘陵

11d3饗 庭 野丘 陵

皿　台地 ・段丘 皿a　 湖北の台地 ・段丘 皿a1上 平寺台地

皿a2大 原台地

皿b　 湖東の台地 ・段丘 皿b1犬 上川河岸段丘

皿b2八 日市台地

皿b3布 引山段丘

皿b4佐 久良川河岸段丘

皿b5鳥 居平段丘

皿be大 塚段丘

皿b7山 本段丘

皿b8日 野川河岸段丘

皿bg山 之上段丘

皿bio山 面段 丘

皿c湖 南の台地 ・段丘 皿Ci野 洲川河岸段丘

皿c2杣 川河岸段丘

皿C3瀬 田段丘

皿C4膳 所 ・石 山段 丘

皿d　 湖西の台地 ・段丘 皿d1泰 山寺野台地

皿d2奥 山段丘

皿d3饗 庭野台地

皿d4饗 庭段丘

皿d5石 田川河岸段丘

IV　 低　　地 IVa湖 北低地 Nay大 浦川河谷低地

IVa2大 川河谷低地

IVa3余 呉川河谷低地

Nas湖 北平野　 　　 Na　 4-1高 時川扇状地

　 　 41va-2高時 川 ・余呉川三角州

IVa　 4-3虎 姫 低 地

IVa　 4.4高 畑 低 地

IVa　4-5草 野 川 河谷 低谷

IVa　4-6七 尾 山山麓扇状地

IVa　 4-7姉 川 扇 状地

IVa　 4-8姉 川 三 角 州

IVa　4.g天 野 川 三角州

IVa　 4.1。 鳥 居 本 低 地
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Nag-11入 江 内湖干拓 地

Wa　 4-12早 崎 内湖干拓 地

Nas山 東 盆地 　 　 　 　IVa　5-1姉 川 河谷低地

IVa　5-2伊 吹 山 山麓扇状 地

Wa　 5-3天 野川 河谷低 地

IVb　 湖東低地 IVb1湖 東 平野 　 　 　 　IVb　1-1松 原 内湖干拓地

IVb、 一2芹 川扇 状地

IVb　 1-3芹 川 三角州

IVb、 一4犬 上川 扇状地

IVb　 1-5犬 上 川 三角州

IVb　 1-6宇 曽川 扇状地

IVb、 一7角 井峠西麓複合扇状地

IVb、 一8愛 知川扇 状地

IVb　 1-g愛 知 川 三角州

IVb、 一1。曽根沼 干拓 地

IVb　 1-11大 中之湖 干拓地

IVb　 1_12小 中之湖 干拓地

IVb、_13佐 久良川 ・日野川扇状地

IVb、 一14日 野 川 三 角 州

Wb、 一15水 茎 内湖干拓 地

IVb　 l-16津 田内湖干拓地

IVc湖 南低地 IVc、 湖 南平 野　 　 　 　IVc、 一1野 洲川扇状地

WC・ 一2野 洲川三角州

n1C・ 一3草 津川 扇状地

NC、 一4草 津川 三角州

IVc・ 一5田 上 低 地

IVc、.6南 湖 西岸低地

IVc2野 洲川河谷低地

IVc3小 盆地　　　　 　NC　 3一、 大石盆地

NC　 3-2信 楽 盆 地

IVd　 湖西低地 IVd・比良山地東麓複合

扇状地

IVd2湖 西 平野　 　　 　nld　 2-1鴨 川 河谷低地
'

IVd　2-2鴨 川 扇状地

IVd　2-3鴨 川 三角州

IVd　 2-4安 曇 川河谷 低地

IVd　 2.5安 曇 川扇状地

IVd　 2.6安 曇 川三角州

IVd　 2-7今 津 ・マ キ ノ低 地

IVd　2-8境 川 扇状地

IVd　2-g百 瀬 川扇状地
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　　　　　　　　　　 Nd　 2-t。石庭川扇状地

　　　　　　　　　　 Nd　 2-11知 内川河谷低地

IVd3朽 木 ・葛川谷

We　 山科盆地

する北東端に当たるため、激 しい構造運動を受

けてお り、県北部で福井県 との境界を画す野坂

山地 と、県域の北東部を限る伊吹山地、および

伊吹山地 と鈴鹿 山脈 との間を東西に伸びる関ヶ

原低地帯に散在す る山東山地 とに区分 され る。

　 　 Ia,野 坂山地

　野坂山地は、東は柳 ヶ瀬断層 によって伊吹山

地と、南西は熊川断層によって丹波山地東部の

朽木山地と境 され、西は福井県の三方断層によっ

て断たれている。山地内の最高峰は三重嶽(974.1

m)で あるが、この山地の名称 になっている野

坂岳(914m)は 福井県内に位置 している。

　 この山地は、主 として粘板岩 と砂岩からなる

古生層 と、これを貫 く花崗岩 とで構成されてお

り、「近畿三角帯」の北東端に当たるため激 しい

地殻変動を受けた結果、数本の南北走する断層

に切 り刻まれて、南北性の傾動地塊や地塁山地

が並行 している。その南端は賎 ヶ岳、葛篭尾崎、

海津大崎となって琵琶湖北岸へ半島状に突出し、

断層谷は塩津湾、大浦湾、海津湾の湾入 となっ

て、湖北の秀景 を生み出 している。

　野坂山地は南北走す る断層谷によって、西か

ら順に三重嶽山塊、大谷山山塊.乗 鞍岳山塊、

東山山塊、日計山山塊、行市山山塊、賎ヶ岳 ・

山本山山塊、柳 ヶ瀬山山塊に区分される。

　野坂山地全体 としては急斜面山地が卓越 して

いるが、西部の三重嶽山塊や大谷山山塊の稜線

上には、標高を異にする幾つかの小起伏地が見

られ、箱館山の標高600m前 後の小起伏地にはス

キー場が開かれている。

　 　 Ia2伊 吹山地

　伊吹山地は両白山地の西端に当た り、柳 ヶ瀬

断層が西縁を画 している。高時川、杉野川、草

野川、姉川等の河谷が古生層地帯に深いV字 谷

を刻んでお り、伊吹山地はこれ らの谷によって、

三国ヶ岳山塊、横 山岳山塊、大黒山山塊、金糞

岳山塊、伊吹山山塊 とに区分 され る。山地の大

部分は大起伏の壮年期 山地の様相を呈 している

が、姉川源流の伊吹町甲津原地区は諸岡花崗岩

か らな り、中起伏の山地になっている。

　主峰の伊吹山は標高1,377.4mを 測る県下の最

高峰で、主に石灰岩か らな り、伊吹山西側 の斜

面では石灰岩 の採鉱 も行われている。伊吹山の

山頂付近 とその南の山腹には、比較的大きな台

地状の緩傾斜地があ り、石灰岩地帯特有のカル

ス ト地形が見られる。凹地には、直径lom、 深

さ3～4m程 度の ドリーネが2、3見 られ、尾

根などの凸所には石塔原(カ レンフェル ト)が

発達 している。 しかし、周囲の山地 に比べて一

段と高 く抜 き出ているこの山地では、山地斜面

も急傾斜地がほとんどを占め、石灰岩地域といっ

ても、地表流の侵食作用が強力で、急傾斜の山

腹 を刻む谷は幼年期の状態で、その断面をV字

型とする大きなものが多い。

　 　 Ia,山 東山地

　長浜市の東に、標高300mほ どで南北に連なる

横 山山塊 と、さらにその東 の天　芽川沿いの低地

の中に散在する標高280mほ どの長岡山塊、およ

び標高439.6mの 清滝山山塊からなる。

　 この山地は、かつての壮年期山地が沈降 して

上部だけが地上に残 されているもので、現在は、

山麓を姉川や天野川によってつ くられた低地に

取 り囲まれている。沈降山地 としての特色は琵

琶湖に近いほどよく現れてお り、西部では標高

が低い割 りに大きな:谷が発達 し、幅広い谷の中

を先端まで低平な谷底平野が入 り込んでいる。

低地との境の山麓線は明瞭な傾斜変換線をなし、

周囲の低地の中に、かつては尾根続 きであった

先端部が離れ島状に孤立 している。

　長岡山塊 と清滝山山塊は、主に堅硬なチャー

トか ら構成 されているので、砂岩、粘板岩 を主

とする横山山塊 とは、開析の状態が異なる。山

腹の谷の河床勾配は急で、谷底平野はほとんど

発達せず、山麓に急傾斜の小さな扇状地をつ くっ
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ている所が多い。

　 Ib　 湖東山地

　湖東地方の山地は、滋賀県域の東辺を画 して

岐阜 ・三重両県 との境界を南北走する鈴鹿 山脈

と、湖東平野の中に点々と島状に散在する数多

くの小山地か らなる湖東島状 山地 とに分けられ

る。

　 　 Ib,鈴 鹿山脈

　近江盆地の東辺を限って南北走する鈴鹿山脈

は、北は関ヶ原低地帯を隔てて伊吹山地に相対
　 　 　 　 かぶと

し、南は加太地溝を挟んで三重県下の布引山地

に続き、南西端は甲南丘陵を挟んで信楽山地 と

向きあっている。東辺は急峻な断層崖を伊勢平

野に向け、西辺は湖東平野および湖東丘陵に接

している。

　鈴鹿山脈 の大部分は秩父古生層の粘板岩 ・砂

岩 ・石灰岩 ・チ ャー トから構成されているが、

南半部の稜線付近には中生代末に貫入 してきた

とされる花崗岩地域がひろが り、中央部西縁の

角井峠付近には湖:東流紋岩が分布 している。

　全体 として、西方 に傾斜 しながら隆起 したス

ラス ト性の地塁山地であるため、東側には急傾

斜 しているのに対 し、西側の近江盆地に向かっ

ては少 しずつ高度を下げてお り、分水界の位置

も東へ偏っている。稜線には北より霊仙山(1,084

m)、'御 池岳(1,242m)、 藤原岳(1,143m)、 御

在所岳(1,210m)な どの山頂が連なり、標高1,000

m前 後には準平原遺物 と思われる小起伏地が認

められるが、全体 として滋賀県側では中起伏山

地が卓越 している。

　分水界か ら西流する芹川 ・犬上川 ・愛知川 ・

日野川 ・野洲川 などの河川は、いずれも上流部

で深い峡谷 を刻んで流下してお り、これ らの河

谷によって鈴鹿 山脈は、霊仙山山塊 ・高室山山

塊 ・御池岳山塊 ・日本 コバ山塊 ・御在所山山塊 ・

雨乞山山塊 ・鎌 ヶ岳山塊 ・猪の鼻が岳山塊 ・那

須ヶ原山山塊の9地 区に区分される。

　北部の古生層 中には石灰岩地域がみ られ、霊

仙山や御池岳付近では山頂の小起伏地に ドリー

ネやカ レンフェル トなどのカルス ト地形を発達

させ、山麓 にも 「河内の風穴」などの石灰洞が

ある。一方 、南端の野洲川源流地域は第三紀中

新統 に属す る鮎川層群からな り、小起伏山地に

なってい る。

　 　 Ib2湖 東 島状 山地

　湖 東平野 に散在 す る島状の小 山地 を総称 して

湖東 島状 山地 と呼ぶ。北 か ら、磯 山(159.7m)、

佐 和 山(232.'9m)、 彦 根 山(125m)、 荒 神 山(280

m)、 和 田山(180.lm)、 徹(観 音寺)山(440

m)、 安 土 山(190M)、 奥 島(長 命寺)山(424.7

m)、 鶴 翼山(283.8m)、 岡 山(187.7m)、 箕 作

山(370m)、 瓶 割 山(234.4m)、 雪 野 山(竜 王

山、308.8m)、 布 施 山(玉 緒 山、240.9m)、 鏡'

山(384.8m)、 妙 光寺 山(265m)、 三 上 山(432

m)、 菩 提寺 山(353.3m)、 岩 根 山(十 二坊 、405.6

m)が あ り、琵琶湖に浮かぶ多景島や沖 ノ島(220.2

m)も 含 まれ る。

　 これ らの島状 山地は古生層や湖 東流紋岩 、花

崗岩 な どで構 成 されてお り、 かつて この地 域で

侵食作用 が活発 であった時代 に、その侵食 か ら

取 り残 され た残丘 であ る。いずれ も30度 前 後の

急斜面 が山麓か ら山頂 や稜線 まで続 いてお り、

山頂部 に も緩 斜面 はほ とん どみ られ ない。 山腹

斜面 を刻 む谷 は多 いが、いずれ も小 規模短 小な

ものば か りで、深 く刻 み込まれ た谷 筋 は存在 し

ない。

　 Ic　 湖南山地

　湖南地方の山地は、花南岩を主体 として全域

が小起伏山地に含まれる信楽山地 と、大部分が

秩父古生層からなる醍醐 ・比叡の両山地 とに大

別される。

　　 Ic,信 楽山地

　信楽山地は滋賀 ・京都 ・三重の3府 県にまた'

がり、北東辺 を野洲川河谷、北西辺を湖南平野

と宇治丘陵、西辺を京都盆地南部、南辺を笠置

山地 との問を刻む木津川河谷 と上野盆地北縁の

島ヶ原断層崖で囲まれた地塊状山地の総称で、

構造線に沿って刻み込まれた河谷によって、い

くつかの山塊に分けられる。滋賀県域に属する

のは、金勝山山塊、太神山山塊、猪背山山塊、

多羅尾山塊である。

　この山地は秩父古生層、領家変成岩、お よび

花崗岩類などから構成され、鮮新更新世の 「六

甲変動」に伴 う地殻運動によって隆起 していく

過程で、構造線に沿 う変位が地塊化を進めた結

果、地塊 ごとに示差的な高度分散が生 じて現在
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の地形が形成 されたもの と解釈 されている。

　この山地には、標高400m前 後 と600m前 後 と

の2面 の小起伏地が発達 している。その間を大

戸川、信楽川の本支流が複雑な河系模様をつ くっ

て侵食 してお り、北部 と東部では草津川、野洲

川の支流 も侵入 して浅い谷を刻んでいる。

　信楽山地を構成する花崗岩は風化が進んでマ

サ化 してお り、土砂の流出が激 しいため、ここ

から流出する河川は、下流で天井川を形成 して

いる。この山地では、古代～近世に野洲川や瀬

田川による木材搬出の便を利用 して森林が乱伐

されたため、その後は植生の回復が妨げ られ、

明治以降近代的な植林事業が行われているにも

かかわ らず、なお北半部の太神山(田 上山)付

近や阿星山付近には悪地地形が目立っている。

　　 Ic2醍 醐山地

　醍醐山地は近江盆地西辺の最南端を限る山地

で、北は逢坂峠で比叡山地に接 し、東は瀬 田川

および田上 ・大石丘陵を隔てて信楽山地に相対

している。西は山科盆地に臨み、南辺は宇治丘

陵に限 られている。南北の延長約15km、 東西の

最大幅約9kmを 測るが、滋賀県域に含まれるの

は山地の東辺のみで、京都府 との境界線上に、

北から南へ向かって音羽山(593.4m)、 千頭山

(602.Om)、 岩間山(443m)が 続き、岩間山か

ら東南方に伸びる稜線は、桜峠を経て袴腰山(391

m)、 立木山(305.6m)に 至 り、鹿跳びの峡谷

を挟んで妙見山(200m)に 達している。

　 山地の斜面は大部分が傾斜30度 以上の急斜面

で、音羽山周辺や南部の宇治川 ライン谷壁など

には傾斜40度 以上の斜面も見られ る一方、桜峠

の付近や 山麓部などには傾斜20～30度 の中間斜

面も分布 してい る。山頂の小起伏地は行者 ヶ森

(440m)な ど京都府域には若干見 られるが、滋

賀県側にはほとんど分布 していない。

　 山地を構成 している岩石は大部分が古生層の

砂岩 ・粘板岩 ・石灰岩 ・チャー トなどで、起伏

量が大きく谷密度の低い急斜面が卓越 している。
一方、袴腰山の北麓から桜峠を経て岩問山の東

麓にかけての一帯は田上山地か ら続 く花崗岩で

構成 され、起伏量の小 さい中間斜面になってい

る。

　 石山寺の境内を含む瀬 田川西岸の伽藍山(239

m)は 、醍醐山地の分離丘陵で、丸みを帯びた

穏やかな起伏を呈 している。その南東部の一角

には珪灰石の溶食地形が見 られ、天然記念物に

指定されている。

　醍醐山地の南部に}ま瀬田川(宇 治川)に よっ

て刻み込まれた峡谷が見られる。その1は この

山地の南東端、立木山 と妙見山との間約1kmの

鹿跳び峡谷で、その河床には無数のポットホー

ルが花崗岩 を穿って発達 している。その2は 大

津市外畑町か ら下流、京都府宇治市まで続く宇

治川ラインの峡谷で、急峻な谷壁に挟まれた先

行谷が屈曲して続いているが、河床は天ヶ瀬ダ

ムで堰止められた人工湖の水面下に没 している。

　 　 Ica比 叡山地

　 比叡山地は近江盆地の南西部を限 り、滋賀県

と京都府 との境界を画 している。北は途中峠か

ら南は逢坂峠まで、延長約20kmに わたって南北

に連なるスラス ト性の地塁山地で、西辺は花折

断層によって明瞭に限られているが、東辺を限

る皇子山断層は現在の地表面には顕在化 してお

らず、堅田丘陵の西端 とその南に続く複合扇状

地の地下に潜在 している。稜線には北から順に

大尾山(681.4m)、 水井山(794.lm)、 横高山

(767m)、 比叡山(大 比叡、848.3m)、 如意ヶ

岳(470m)、 逢坂山(325.Om)な どの山頂が並

んでいる。

　 山地を構成する斜面は大部分が傾斜30度 以上

の急斜面で、大比叡の周辺をは じめ、山地を刻

む河谷の谷壁には40度 以上を測る斜面 も少なく

ない。これ に対 し、傾斜30度 未満の中間斜面は、

滋賀県側では大津市穴太から三井寺に至る南部

の山麓に連続 して見られるのみで、北部では点

在 しているにすぎない。

　 一方、大比叡の北方 と水井山 ・横高山の東方

には、前者で標高650～730m、 後者で標高600～

650mの 小起伏地が見 られ、前者には根本中堂や

阿弥陀堂、浄土院や釈迦堂をはじめとする延暦

寺の中枢施設が集中する一方、後者にも横川中

堂や元山大師といった延暦寺の重要施設が立地

している。

　 比叡山地 を構成 している岩石は、粘板岩や砂

岩、チャー トからなる古生層 と、この古生層の

背斜構造部へ白亜紀に貫入 してきた花崗岩であ

り、両者の接触地帯では花崗岩の貫入時に熱変

成を受けて硬化 したホル ンヘルスが見られる。
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　このよ うな構成物質の違いが地形にも反映さ

れているのが、比叡山か ら如意ヶ岳へかけての
一帯で、比叡山頂の大比叡および如意ヶ岳のピー

クは、硬化 したホルンヘルスの部分が、その後

の差別侵食の結果、局部的に残丘状の高まりと

して残 されたものである。 これ ら両ピークの北

側 と南側に続 く古生層の山地は起伏量が大きく、

相対的に谷密度が低いのに対 し、花崗岩で構成

されている両 ピークの間では、花崗岩の風化が

激 しいため侵食の進行が早 く、稜線の標高が400

m前 後まで低下する一方、小規模な谷が極めて

高密度、複雑に刻まれた結果、起伏量の小さい

地区を作 り出した。この花崗岩の侵食:によって

搬出 された砂が、京都側では白川砂 と呼ばれ る

造園用の白砂 とな り、滋賀県側では白砂青松の

湖岸を生み出す ことになった。

　また、この地区では南北方向の分水嶺が近江

盆地側に著 しく偏っているのが注 目される。 こ

れは花崗岩地区の東側に南北方向の石英斑岩の

岩脈が存在 し、これが硬岩帯 となって壷笠山、

宇佐山、千石岩などの副尾根を形成 しているか

らで、このため山地の開析や水系の発達が西側

で一層進行 したのに対 し、東側では短小な谷 し

か形成 されなかった。

　この地区の低い稜線は、比叡山地の中央部を

横切る交通路を提供 し、志賀越、山中越の通路

が古 くから利用されてきた。昭和33年 には山中

越の田ノ谷 峠から比叡山 ドライブウエーが建設

されて観光開発が進められ、・その後田ノ谷峠の

南方には比叡平の大規模な宅地造成が行われ、

山上の住宅地として特異な存在になっている。

　 Id　 湖西山地

　湖西地方の山地は、花折断層を境に、東南方

の比良山地 と、北西方の朽木山地 とに分けられ

る。

　　 Id,比 良山地

　近江盆地の西辺を限る比良山地は、北は安曇

川峡谷を隔てて朽木山地北東端に接 し、南は途

中峠の鞍部を経て比叡山地に続いている。西辺

は花折断層 に沿って北流す る安曇川の谷を挟ん

で朽木山地 に相対し、東辺は琵琶湖西岸に急崖

を聲 え立たせている。その延長は北端の安曇川

峡谷南岸か ら南端の和迩川北岸まで24km、 東西

の最大幅は白ひげ浜と安曇川河谷との間で約12km

を測る。

　 山地の平面形は、全体 としては北に広 く南に

狭いクサビ型 を呈 しているが、北部では鴨川の

上流部が縦谷 を刻んでいるため、主稜線は北部

で二分されてY字 形をなしている。この主稜線

の分岐点付近以南が比良山地主部で、標高1,000

m前 後の稜線が続くのに対 し、釣瓶岳北方の鞍

部を境に主稜線の標高は700～800mへ と低下 し、

中間斜面山地が相対的に多くなる。 この地区を

比良山地北部 と呼ぶ。他方、釈迦岳北東方の鞍

部か ら白ひげ浜に至る問では、主稜線の標高が

700m前 後から400～500Mへ と低下し、比良山地

北東部を構成 している。

　比良山地主部は、釣瓶岳(1,098m)、 武奈ヶ

岳(1,214.4m)お よび釈迦岳(1,060.6m)か

ら南方へ、堂満岳(1,057m)、 烏谷山(1,076.7

m)、 比良岳(1,051m)、 打見山(1,102m)、 蓬

莱山(1,174.3m)、 権現山(996m)、 霊仙山(750.8

m)と 続 く主稜線 を軸としている。

　 この山地は東西両側 を断層に起因する直線的

な急崖に挟まれた典型的な地塁山地で、標高1,000

m前 後には準平原遺物と思われる小起伏地が見

られ、八雲ヶ原の高層湿原も存在 している。こ

の小起伏地の標高は、隣接 する朽木 山地のそれ

より200mほ ど高 く、花折断層を境 として比良山

地の部分が不等隆起した結果を示す ものと考え

られている。

　比良山地の東半部は黒雲母花崗岩か らな り、

この地区では谷の開析が進んでお り、琵琶湖に

面する急斜面の稜線付近を中心 として崩壊地が

数多 く分布 しているのに対 し、西側の古生層地

域では、明王谷を除いて、ほとんど開析が進ん

でお らず、崩壊地 も見られない とい うように、

地質構成の違いを反映した東西斜面の差が顕著

である。

　　 Id2朽 木山地

　朽木山地は、西方に広がる丹波山地の東端に

当た り、秩父古生層で構成 されている。花折断

層に沿 う安曇川河谷によって比良山地 と、熊川

断層に沿 う北川および石田川上流の谷によって

野坂山地 と隔て られている。山地中には安曇川

およびその支流の針畑川、北川、麻生川などの

本支流や、北川上流の寒風川などがV字 谷 を刻
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み、これ らの谷 によってこの山地は、皆子山山

塊、三国山 ・経ヶ岳山塊、シラクラ岳山塊、百

里ヶ岳山塊、西峰 山山塊に区分される。

　この山地では、山頂域の小起伏地は認められ

ないが、三国岳(775,9m)、 百里 ヶ岳(931.3m)、

駒ヶ岳(780.lm)な どの山頂や、これに続 く主

稜線は標高800～900Mの 定高性 を示 している。

山腹の斜面は40度 以上を測 る急斜面が多く、ほ

とんど全域が急斜面山地に分類 される。

　山地を刻む針畑川や北川、麻生川、さらには

寒風川の本流沿いには、やや幅のある谷底平野

が細長 く形成されてお り、河床勾配の穏やかな

老年期状の時階を示 している。 ところが、谷底

平野の下流側には河岸段丘が発達 し、さらにこ

れ らの河川が朽木 山地の縁辺部で安曇川や北川

に注ぐ直前には、先行谷状の穿入蛇行を行い、

谷床を欠いた壮年期的時階を示 していることが

注 目され る。これは、下流から上流へかけての

減傾斜運動、すなわち丹波山地の東高西低の傾

動運動に対応するもの と考えられている。

H　 丘陵地

　 Ha　 湖北丘陵

　湖北地方では、伊吹山地 と鈴鹿山脈 との間を

東西に伸びる関ヶ原低地帯の中央部、伊吹山の

南麓に、小流に開析されてなだ らかな起伏をも

つ伊吹丘陵(11al)が 見られるのみである。こ

の丘陵は、最高点の標高320m、 面積約2kmの 小

さなもので、西麓 に伊吹町大清水の集落が立地

し、南西流して琵琶湖に注 ぐ天野川上流域 と、

南東流 して牧田川 ・揖斐川に合 して伊勢湾に注

ぐ藤古川流域 との分水界を画している。

　 Hb　 湖東丘陵

　鈴鹿山脈の西麓:に広がる標高100～300mの 丘

陵地を総称して湖東丘陵 という。この丘陵地は

鮮新世末期か ら更新世にかけて古琵琶湖の湖底

に堆積 した粘土や砂、砂礫層が地殻変動を受け

て変位し、古琵琶湖の水位が低下 したことによっ

て干陸化 した結果形成 されたもので、その構成

層は古琵琶湖層群 と呼ばれている。

　湖東丘陵の主要部は愛知川以南に分布 し、野

洲川までの間に広大な丘陵地を展開 している。

最大のものは土山町西部か ら竜王町の南西部ま

で、東西24kmに わたって伸びる水 口丘陵(Hb

5)で 、南北も最大幅約8kmに 及ぶ。古琵琶湖層

群のうち、砂 と粘土の互層を主体とする蒲生累

層から構成 されてお り、標高200～320m付 近に

高度のよくそろつた尾根が発達する一方、南北

両側か ら極めて狭長な開析谷が奥深く侵入 して、

樹枝状の支谷を複雑に展開してお り、これ らの

谷の先端に至るまで谷底平野が入 り込んで、主

として水田に利用されている。

　水 口丘陵の南端には東西に伸びる布引山があ

り、その尾根筋には高位段丘の平坦面が残され

ている。段丘面の標高は240～275mで 、野洲川

の現河床か らの比高は40～70mに も達 し、前述

した尾根筋 より10～70mも 高くなっている。こ

のように段丘面のほ うが丘陵よ り高 くなってい

る原因について、植村善博は、丘陵を構成する

蒲生累層の砂や粘土層 と、段丘礫層 との間に見

られる侵食抵抗度の差にもとづいて、段丘礫層

堆積後の侵食過程において地形の逆転が生じた

ものと考えている。この段丘面は北西方向へ7

%・程度傾斜 しており、現在の野洲川の流路の方

向 とは一致 しない。

　水口丘陵の北には、 日野川、佐久良川の谷 を

隔てて 日野丘陵(11b4)、 布引山(八 日市)丘 陵

(11b3)が 配列 している。日野丘陵は東南辺を

鈴鹿山脈雨乞岳山塊の急斜面に接 して、東西の

最大延長11㎞ 、南北の最大幅約6kmの 、三角形

に近い平面形を有 しているが、その間には佐久

良川の支流南川や 日野川本流の谷が深 く入 り込

んでいるため、これ らの谷によって東西に伸び

る3つ の部分に分けられる。一方、布引山(八

日市)丘 陵は、永源寺町甲津畑付近か ら西方へ

伸びる東西14km余 、南北2km前 後の東西に細長

い丘陵で、丘陵地の標高はほとんどが200～300

mで あるが、東端で鈴鹿山脈に接するところで

は350～400mに も達する一方、西端は130m前 後

で八 日市台地に移行している。

　 これ らの丘陵地は、長い間松林に覆われてい

たが、起伏量が小さく、地質的に土工が容易で

あるうえ、近年は道路網も整備 されてきたこと

か ら、工業団地や住宅団地、ゴルフ場の開発が

盛んに行なわれてお り、人工改変地が増加 して

きている。

　愛知川以北では丘陵地の分布が限られてお り、
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鈴鹿山脈の西麓に小規模な丘陵が断続的に付着

しているにすぎない。それ らは、宇曽川を境 と

して、多賀丘陵(　 b11　、)と百済寺丘陵(Hb2)

とに分けられている。多賀丘陵は、北は多賀町

多賀から南は秦荘町松尾寺付近まで続き、犬上

川によって北部 と南部に分断されている。丘陵

地の標高は140～200m前 後であるが、北部東端

の桜峠付近では250～300mに 達 している。「百済

寺丘陵は日本コバ山塊の西麓に付着 している小

規模な丘陵で、崖錐性斜面や押 し出し扇状地に

覆われているところも少なくない。 この丘陵は

段丘化 した2段 の隆起扇状地 とい う性格が強 く、

深さ10～30mの 谷が刻み込まれている。

　 皿c　 湖南丘陵

　 信楽山地 と鈴鹿 山脈 との問、野洲川以南の地

域に広がる丘陵地は、標高200～300mの 小起伏

を示 し、杣川を境に、北部の甲賀丘陵(Hc・)

と南部の甲南丘陵(Hc2)と に2分 され、後者

は県境を越 えて上野盆地北東部に続いている。

これらの丘陵は古琵琶湖層群中の佐山累層で構

成 され、粘土層が圧倒的に多い。

　 信楽山地の北縁に付着する栗東丘陵(Hc3)

は、信楽山地に接する部分では尾根筋の標高が

250m前 後まで高 くなっているが、北へ向かうに

つれて高度を下げ、野洲川に臨む北東辺では150～

160mま で低下している。主 として蒲生累層で構

成 されてい るが、丘陵内に古生層の低山性小 山

地を包み込んでいる。

　信楽 山地の北西方に、田上低地を隔てて北東

か ら南西に伸びる丘陵地が瀬田丘陵(Hc4)で 、

最高点は滋賀医大の南方にある標高186mの 独立

標高点であ るが、その東北東1.Amに は金勝山山

塊の分離丘陵である牟礼山(223.lm)が 突出し

ている。丘陵南端は田上低地に向かって比高50

m前 後の急崖 をなしているのに対 し、北側は湖

岸へ向かって緩傾斜する傾動地塊状を呈 してい

る。構成層 は蒲生累層から堅田累層に対比され

ている。

　信楽山地 の両辺 と醍醐山地の南東辺 とに挟ま

れ、近江盆地 と京都盆地を結ぶ低地帯に形成 さ

れたのが田上 ・大石丘陵で、標高は100～200m。

南西部には標高250m前 後の小山地を介在させる
一方、信楽川 ・大石川の下流部は河岸段丘が発

達 した大石盆地 になっている。この丘陵を構成

する古琵琶湖層群は、京都府宇治田原町を経て

宇治丘陵を構成する大阪層群に連なってお り、

古瀬田川の堆積層だ と考え られてい る。

　 瀬田川の西岸、醍醐山地の東麓に付着 してい

るのが膳所 ・石山丘陵(II　C　s)であり、標高150～

250mで 大津市街の背後に連なっているが、山地

から流下する小河川に刻まれて分断されている。

　 琵琶湖の西岸では、比叡山地北部の東麓に堅

田丘陵(　 c711　)が紡錘形状に広が り、丘陵面は

全体として東に緩斜するとともに、北に高く南

ほど低くなっている。堅田丘陵東端の崖は逆断

層をともな う撓曲によって生 じたもので、比高

20～40mを 計 り、丘陵を刻んで東流する和迩川、

真野川の河谷には数段の河岸段丘が形成 されて

いる。

　 これ ら湖南地方の丘陵地では近年各種の開発

による地形の人工改変が進んでいる。

　 皿d　 湖西丘陵

　 湖西地方には、安曇川 を挟んで泰山寺野丘陵

(II　d　2)と 饗庭野丘陵(II　d　3)と があ り、比良

山地の北東端に高島丘陵(Hd1)が 付着 してい

る。

　 高島丘陵は岳 山(565m)の 北東麓に位置する

丘陵地で、北西か ら南東に伸びる長軸が約2km、

これに直交する最大幅が1km強 に過ぎない小規

模なものである。傾斜20度 未満の緩やかな起伏

を呈している。

　 比良山地北部の北東麓に付着 している泰山寺

野丘陵は、層厚数lomに も達する厚い古琵琶湖

層群の砂礫層によって構成され、北部には泰山

寺野台地の段丘面が広がっている。南部は八田

川の本支流や鴨川の支流に刻まれ、その谷壁は

20～30度 の傾斜を有 しているが、尾根筋には泰

山寺野台地に対比 される高位段丘面が、小規模

ながらも比較的良好な状態で残されている。

　湖西地方最大の丘陵である饗庭野丘陵は、朽

木山地東端の西峰山山塊北東部の堂建山から東

へ扇型に広が り、南辺を安曇川、1北辺を石 田川

の谷に切 られている。この扇型の一辺の長 さは

約7kmに も達 し、北部か ら西部にかけては広々

とした饗庭野台地の段丘面が広がっている。こ

れに対 し、南部から東部にかけては河川による

侵食が著しいため、段丘面は侵食から取 り残 さ

れた稜線部にのみかろうじて分布 しているに過
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ぎず、急斜面が卓越 し起伏量の大きい丘陵地に

なっている。

皿　台地 ・段丘

　皿a　 湖北地方の台地 ・段丘

　湖北地方の台地は関ヶ原低地帯に分布する上

平寺台地(皿a1)と 大原台地(皿a2)の みであ

る。伊吹山の南に位置する上平寺台地は、藤古

川沿いの下位段丘 としてはもっとも上流にあ り、

中央を藤古川の幅100～150mの 谷底平野で切 ら

れているものの、台地面はほとんど開析 されて

いない。

　大原台地は山東町の北部に位置 し、北の姉川

沿いの低地 との間には約4kmに わたって、比高

約3～lomの 段丘崖が見られる。台地面は南西

に向かって緩やかに傾斜 してお り、南の天野川

河谷低地 との境界は不明瞭である。

　 皿b　 湖東地方の台地 ・段丘

　湖東地方は、近江盆地の中でもっとも台地 ・

段丘の発達が顕著である。それ らのうち最大の

面積 を有するのが八日市台地(皿b2)で 、愛知

川の谷口から西方へ扇型に広がり、東西の最大

延長約16km、 南北の最大幅約IOkmを 測るが、中

央部に段丘崖を刻んで西流 している愛知川によっ

て南北に二分されている。この台地は、愛知川

によって形成された古期扇状地が、鈴鹿山脈の

隆起に伴 う基盤の傾動運動によって段丘化 した

もので、下位段丘に相当する段丘面はよく保存

されてお り、段丘崖は谷 口から離れるにしたがっ

て、愛知川河谷の扇状地面との比高を減 じてい

る。

　 八 日市台地の北では、犬上川の北谷 と南谷 と

の合流点付近にのみ河岸段丘がまとまって分布

してお り、これを犬上川河岸段丘(皿b,)と し

た。これは多賀町一ノ瀬か ら大蛇 ノ淵 までの犬
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ア

上川両岸に発達する河岸段丘群 と、これに隣接

する多賀町の小原の河岸段丘 とを一括 して設定

した地形区で、標高150～200mの 下位段丘を主

体 とするが、中位段丘と上位段丘 も見られる。

　 一方、八 日市台地の南に続 く湖東丘陵地域に

は数多 くの段丘が見 られる。これ らの うち、布

引山段丘(皿b3)は 布引山(八 日市)丘 陵の西

部に位置す る布引山の東方から近江鉄道本線の

付近まで、約22%・の勾配で西北西へ傾斜する上

位段丘である。段丘面の上限高度は240～250m

の付近にあ り、205～220m、160～180m、130～

150mな どの高度に階段状の平坦面がある。

　布引山(八 日市)丘 陵 と日野丘陵との間を西

流する佐久良川の谷には、きわめて連続性の良

い佐久良川河岸段丘(皿b4)が 発達 している。

その大部分は下位段丘で、 日野町中在寺より下

流では南岸に比高2～3mの 明瞭な段丘崖が見

られるが、上流部では広い谷底面として連続的

に分布 し、河川の流路のみが谷中谷 を刻んでい

るに過ぎない。

　 日野丘陵の西部は中位段丘に分類 される段丘

面に取 り巻かれてお り、それ らの うち北縁のも

のを鳥居平段丘(皿b5)、 西端のものを大塚段丘

(皿b6)、 南西辺のものを山本段丘(皿b7)に

区分 した。鳥居平段丘は 日野町の鳥居平新田か

ら安部居まで、延長約1.5km、 最大幅0.7kmに わ

たって広い段丘面を連続させてお り、西端の安

部居集落南部で標高180m、 南東端の鳥居平新 田

付近で220mを 示 し、北西に向かって勾配26.7%・

で傾斜 している。大塚段丘の うち、日野丘陵の

北辺に接する東部の段丘面は丘陵から流出する

小河谷に刻まれてやや起伏の多い断片的なもの

になっているが、西部の蒲生町大塚付近には12%・

前後の勾配で西北西に緩斜する広い段丘面が残

されている。山本段丘は日野川河岸段丘の下位

段丘との間を比高lom前 後の段丘崖で縁取 られ、

段丘面は浅い谷に刻まれて若干の凹凸を示 して

いるが、全体 としては勾配17%・で西方へ傾斜 し

ている。

　 日野川河岸段丘(皿b8)は 日野川の右岸、日

野丘陵の南辺に沿って発達 し、段丘面の幅は最:

大1.5km、 総延長は9km余 りにも達 している。段

丘面の勾配は、東部では25%・とやや大きいが、

中部以西では13%・程度 とな り、西端は 日野町内

池で勾配6%・ 前後の扇状地面に移行 している。

段丘面の南辺を限る段丘崖は、 日野町音羽付近

から西大路まで、比高5m前 後で 日野川本流の

右岸沿いに続いている。

　 水 口丘陵の北端には小規模な山之上段丘(皿

bg)と 山面段丘(皿blo)が ある。山之上段丘

は水口丘陵北部の開析谷によって3つ に切断さ

れ、段丘面もまた浅い谷に刻まれてやや起伏が
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多い。段丘面の上限高度は160m付 近で、ここか

ら北に向かって32%・とい う強い勾配で傾斜 して

いる。山面段丘は鏡山の北東麓に付着する丘陵

地の先端に形成 されたものであるが、現在では

段丘面の人工改変が著 しく、ほとんど原地形 を

とどめていない。

　 皿c湖 南地方の台地 ・段丘

　 湖南地方の段丘は、野洲川流域の野洲川河岸

段丘(皿C1)と 杣川河岸段丘(皿C2)、 および

瀬田川左岸の瀬田段丘(皿C3)と 同右岸の膳所 ・

石 山段丘(皿Ca)と に区分 され る。

　 野洲川河岸段丘は野洲川の中流から上流にか

けての河谷 に発達する河岸段丘の総称で、連続

性の良い下位段丘を主体 とす るが、中流部の南

岸や上流部には中位段丘 も見られる。下位段丘

の標高は、野洲川 と田村川 との合流点で235m、

土山町西部で200m前 後、水 口町の中心市街地で

180m、 西端の水 口町泉付近では約153mで ある。

　 甲賀丘陵 と甲南丘陵との間を北西流する杣川

の広い谷に形成されているのが杣川河岸段丘で、

甲南町寺庄付近から上流では谷底平野がほとん

ど見 られず、下位段丘面が河谷の大部分を占め

てお り、杣川の流路のみが段丘面を刻んで谷中

谷の状態になっている。段丘面の標高は、上流

部の250m前 後か ら下流部では約170mと なって

いるが、段丘面の連続性はきわめて良い。中位

段丘は中流部の南岸と上流部に見 られる。

　瀬 田段丘 は、瀬田丘陵の北斜面に続いて、東

は草津市追分か ら西は瀬田川左岸まで、標高95～

130mの 段丘面が北西へ向かって緩やかに傾斜 し

てお り、先端部は沖積低地 との間に明瞭な段丘

崖をもっていない。段丘面は瀬 田丘陵から流下

する小河川 によって開析 され、小規模な谷底平

野によって隔てられている。

　瀬 田川の右岸、膳所 ・石山丘陵の前面に分布

するのが膳所 ・石山段丘で、段丘面の標高は約

100～150mで ある。開析台地の状態を呈す る上

位段丘と、標高loom以 下に連続 して発達 してい

る下位段丘 とに分けられる。石山以南の瀬田川

右岸では段丘面の保存が良好で、三田川右岸や

石 山寺 ・滋賀大学 ・赤尾町な どで上位段丘が台

地状の景観 を示 している一方、下位段丘は瀬田

川右岸沿いに連続 している。

　皿d　 湖西地方の台地 ・段丘

　湖西地方の台地 ・段丘を代表す るのは泰山寺

野台地(皿d1)と 饗庭野台地(III　d　3)で ある。

泰山寺野台地は泰山寺野丘陵の北半部 を占める

台地で、台地面は標高190～215mで 緩やかに波

打ってお り、表層には黒ボク土壌が分布 し、第

二次世界大戦後の開拓により、滋賀県下では珍

しい開拓集落が形成された。安曇川 に面す る北

部は河岸段丘の段化が著 しく、典型的な発達を

示 している。

　饗庭野台地は饗庭野丘陵の北部から西部にか

けて広が り、堂建山の南東麓か ら東方へ広がる

扇状地状の部分 と、台地の南西辺から北東へ向

かって緩傾斜する部分とか らなる。東西の最大

長約4km、 南北の最大幅約3kmを 測 り、陸上 自

衛隊の饗庭野演習揚になっている。

　 これ らの他、湖西地方には、饗庭野丘陵の西

端部を刻む奥山川の谷 口に形成 された扇状地が

段丘化 した奥山段丘(皿d2)、 饗庭野丘陵の東端

に付着す る下位段丘である饗庭段丘(皿d4)、 石

田川の下流に形成 された扇状地が石 田川の回春

によって段丘化 した石田川河岸段丘(皿d5)な

どがある。

w低 地

　 IVa　 湖北低地

　 湖北地方の低地は、姉川 をは じめとする諸河

川の沖積作用によって琵琶湖の北東岸に形成 さ

れた湖北平野(IVa4)を 中心に、琵琶湖北岸の

大浦湾、塩津湾の湾奥に形成 された大浦川河谷

低地(Nay)と 大川河谷低地(IVa2)、 柳ヶ瀬

断層に沿 う断層線谷の余呉川河谷低地(IVa3)、

お よび関ヶ原低地帯の一部に相当する山東盆地

(Wa5)に 大別 され る。

　湖東平野は標高loomの 等高線付近を境に扇状

地性低地 と三角州性低地 とに区分されるが、そ

の境界は漸移的で必ず しも明瞭ではなく、両者

ともに古 くか ら水 田化 されていて条里制の遺構

が最近の大規模圃場整備 までよく残 されていた。

姉川 ・高時川下流の現 ・旧流路沿いには自然堤

防が発達 し、主 として桑畑に利用 されている。

湖岸には砂州が連なり、かつては早崎 ・大郷 ・

入江の内湖を抱えていたが、いずれ も現在では

干拓されてしまっている。
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　大浦川河谷低地は野坂山地の東山山塊 と日計

山山塊との間の断層谷 を南流す る大浦川の河谷

に形成された河谷低地で、標高loom以 下の南部

は低平な三角州になっている。東辺には大浦川

の支流である八田部川によって埋積 された小盆

地がある。

　大川河谷低地は 日計山山塊と行市山山塊 との

間の断層谷 を南流する大川によって形成された

河谷低地で、標高95m以 下の下流部は三角州で、

小 さな自然堤防も形成 されているが、東西両側

の山麓には小規模な急傾斜扇状地が続いている。

　余呉川河谷低地は伊吹山地 と野坂山地 との間

を直線的に伸び、伊吹山地側には小規模な複合

扇状地が連なっているが、野坂山地側の谷間に

は埋積の遅れた低湿地が見 られ、まだ陸化 しで

いない部分が余呉湖 として残 されている。

　 山東盆地は関ヶ原低地帯に散在する島状の山

地の間に介在する低地群の総称で、北東部の伊

吹山南麓には弥高川によって比較的急傾斜の扇

状地が形成 され、北西部には姉川中流の河谷低

地が見られ る一方、南部の天野川沿岸には排水

の悪い低湿地が分布 している。

　 Wb　 湖東低地

　湖東低地は、鈴鹿山脈に源を発 して北西流 し、

琵琶湖に注 ぐ芹川 ・犬上川 ・宇曽川 ・愛知川 ・

日野川等の諸河川によって形成された沖積低地

で、各河川の谷 口には扇状地が発達 し、湖岸に

は三角州性低地が広がって、近江盆地最大の平

野になっている。

　 扇状地は愛知川流域以北でも日野川流域でも

標高loom等 高線付近まで広が り、その傾斜はき

わめて緩 く、三角州性低地 とは漸移 している。

愛知川河谷や犬上川 ・宇曽川扇状地の扇頂部付

近の全面的開発は中世以降まで持ち越されたが、

その他の部分には条里制土地区画が残存して開

発の古いことを物語っている。

　 日野川河谷を流れる諸河川は、水源の古琵琶

湖層群丘陵地からの土砂の流出が激 しいため天

井川 を形成 している。

　 三角州性低地は標高loom以 下に広がり、愛知

川の現 ・旧流路沿いには自然堤防の発達が著 し

いが、日野川沿いには大きなものは見られない。

湖岸線に沿っては砂州が細長 く続いている。

　 湖東平野には島状の山地が散在 し、それ らの

陰には埋め残 し性の低湿地が見られ、湖岸には

大中之湖をはじめとする多くの内湖が形成され

ていた。 しかしこれ らの内湖は第二次世界大戦

末期以降相次いで干拓 され、現在では曽根沼の
一部と西之湖、それに大中之湖干拓地の承水路

として残 されている大中之湖北東縁を残すのみ

となっている。

　 1VC　 湖南低地

　湖南地方の低地は、湖南平野(IVc1)と 野洲

川河谷低地(IVc2)、 および2つ の小盆地(IVC3)

か らなる。

　湖南平野は琵琶湖南湖の沿岸に形成された沖

積低地を主体 とし、その うちもっとも広い面積

を占めるのは野洲川の扇状地 と三角州である。

野洲川扇状地は石部頭首工付近 を扇頂 とし、標

高95m等 高綜付近を扇端 とする半径約5kmの 低

平な扇状地ゑ 扇面の平均勾配は3.8%・に過ぎず、

近江盆地ではもっ とも平坦な扇状地の一つであ

る。野洲川三角州は野洲川の旺盛な土砂堆積に

よって形成 されたもので、野洲川の南流と北流

が河口か ら約1km付 近まで顕著な天井川 を発達

させ、その河口付近が琵琶湖に突出した典型的

な尖角三角州になっていることが、野洲川の堆

積力の大きさを如実に物語っている。ことに南

流の三角州先端は対岸堅田との間に幅わずか1.7km

に過ぎない狭隘部を作 って、琵琶湖を南湖 と北

湖に分けている。

　 天井川化 した野洲川下流から洪水の危険を除

去 し、上流域の開発に対応 してその排水能力を

高めるため、昭和46年 以来南北両流の問に野洲

川の新 しい河道が掘削され、昭和54年 には通水

が開始 された。

　 湖南平野を流れる河川の多くは天井川 になっ

てお り、東海道本線および国道1号 線が河床の

下を トンネルで くぐっている草津川の天井川は

よく知 られている。

　 南湖の南岸 と東岸では、昭和33年 以降、大津

市中の浜、打 出浜、におの浜、瀬 田浦、草津市

矢橋沖(帰 帆島)、守山市木ノ浜などで大規模な

埋立地が造成 され、その総面積は293haに も達 し

ている。

　 野洲川河谷低地は水口丘陵と信楽山地 との間

に細長 く伸びる野洲川中流に位置 し、水 口狭隘

部以東の東部では河岸段丘が卓越 しているのに
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対 し、水 口狭隘部から横田橋狭隘部 までの中部

は南北の幅がもっとも大きく、北部には低位段

丘、南部には谷底平野が広がっている。横 田橋

狭隘部以西の西部は明瞭な段丘を欠如 し、大部

分が谷底平野である。

　小盆地に相当す るのは、信楽川 と大石川 との

下流部、瀬 田川 との合流点付近に形成された大

石盆地(IVc3-1)と 、信楽山地東部の信楽盆地

(IVc3-2)で ある。信楽盆地は北北東～南南西

に伸びる地溝性の小盆地で、大戸川 によって排

水 されている。盆地内の地形は複雑であるが、

島ヶ原累層および伊賀 ・油 日累層に相当す る古

琵琶湖層群で構成 される丘陵地が多く、その粘

土層が信楽焼の原料になってきた。

　 IVd　 湖西低地

　湖西地方の低地は、安曇川 ・鴨川 ・石 田川な

どの河川 によって形成 された湖西平野(IVd2)

と、比良山地東麓の複合扇状地(IVd,)、 お よび

花折断層に沿って北流す る安曇川河谷の朽木 ・

葛川谷(IVd3)と である。

　湖西平野は饗庭野台地が突出する今津町南端

を境に北部 と南部に分けられ、北部は石庭川 ・

百瀬川 ・境川などの河川によって形成 された複

合扇状地 と、その前面の三角州性低地か らな り、

石 田川の:谷口には段丘化 した旧扇状地が見 られ

る一方、湖岸には松林が断続する砂州が続いて

いる。これに対 し南部は、安曇川によって形成

された典型的なデルタファンで、網状河流 と自

然堤防帯、三角州帯が系統的に配列 し、湖岸に

は砂州が発達 している。この平野の南端には比

良山地北部の花南岩地域か ら流出す る鴨川が扇

状地と三角州を形成 してお り、鴨川の下流部は

天井川になっている。

　比良山地東麓複合扇状地は、構造性の急斜面

を流下する鵜川 ・滝川 ・天堂川 ・家棟川 ・比良

川 ・四ツ子谷 ・大谷川 ・大川 ・木戸川 ・野離子

川 ・八屋戸川などによって形成された急傾斜扇

状地で、近江舞子な ど一部の地区を除いて、扇

状地が直接湖岸にまで達 している。

　朽木 ・葛川谷は比良山地 と朽木山地を分ける

花折断層に沿って形成された断層線谷で、谷底

部には狭少ではあるが連続性のよい河岸段丘と

谷底平野が発達 している。

　lVe　 山科盆地

　北辺を比叡山地の南端、東辺を醍醐山地、西

辺を東山山地に囲まれた山科盆地は、その大部

分が京都府域に属 しているが、北東端のごく一

部、藤尾川と追分川の谷 口に相当す る所だけが

滋賀県域に含まれている。この部分では、近年

の宅地開発や湖西線 ・西大津バイパスの建設、

国道1号 線の拡幅などによって、地形の改変が

著 しい。

国土調査法に基づく滋賀県の土地分類基本調査実施年と調査成果刊行年一覧

5万 分の1地 形図図幅名 実施年 刊行年 5万 分の1地 形図図幅名 実施年 刊行年

長浜 年 1968年 彦根東部 1985年 1987年

彦根西部 1980年 1982年 竹生島 1986年 1988年

近江八幡 1981年 1983年 西津 ・熊川 1987年 1989年

京都東北部 ・京都東南部 1982年 1984年 御在所山 1988年 1990年

北小松 1983年 1985年 亀山 1989年 1991年

水 口 ・上 野 1984年 1986年 今庄 ・冠山 ・敦賀 ・横 山 1990年 1992年
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